
 
 
 
 
 
 
 

 

10 月の 

地域求人数 
対前月 
増減比 

対前年 
同月 

増減比 

現 金 
（日払い） 

25,064 2.3% -5.6% 

契 約 
（延べ数） 

14,188 10.4% 13.8% 

高齢者清掃
ほか 5,323 8.7% -8.6% 

 
第５３４号 

201９年 1１月 15 日発行 

(公財)西成労働福祉センター 

大阪市西成区萩之茶屋 1-3-28 
 ☎06-6641-0131 

 

求 
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答えは裏面に掲載 

森 

先
生
の 

 

詰
め
将
棋 

（
三
手
詰
） 

 建退共とは、建設業退職金共済のことで、建設業で働

く労働者のための退職金制度です。 

 センター窓口では建退共手帳作成のための手続き支援

をおこなっていますので、この機会に是非ご相談くださ

い。 

立
冬
が
過
ぎ
、
寒
さ
も
本
格
化
し
て
き
た
。
建

設
業
に
お
い
て
は
、
凍
結
や
降
雪
、
工
事
集
中
等

で
冬
場
は
労
災
の
危
険
性
が
増
す
。 

長
期
的
に
み
る
と
、建
設
業
で
の
労
災
件
数
は

減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
墜
落
や
転
倒
と
い
っ
た
事

案
は
他
産
業
と
比
べ
て
依
然
、
多
い
。 

こ
う
い
う
転
倒
や
つ
ま
ず
き
に
対
し
て
、体
操

に
よ
り
体
幹
を
鍛
え
て
予
防
し
よ
う
と
ス
ポ
ー
ツ

選
手
の
ト
レ
ー
ナ
ー
が
建
設
版
の
準
備
体
操
「
け

ん
せ
つ
体
幹
体
操
」
を
考
案
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
の

オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
の
選
手
達
も
、ネ
ッ
ト
で
動

画
を
披
露
し
、
普
及
・
啓
発
に
一
役
買
っ
て
い
る
。

地
域
の
現
金
求
人
数
は
、消
費
税
増
税
後
は
少

し
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
が
、事
業
所
か
ら
は

「
今
後
、
年
末
に
向
け
て
仕
事
は
増
加
す
る
」
と

の
声
も
多
い
。 

年
末
に
向
け
事
業
主
は
、
働
き
手
を
守
る
保
護

具
の
活
用
や
適
切
な
準
備
体
操
の
取
り
入
れ
等
、

積
極
的
な
安
全
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
特
に
重

要
で
あ
る
。
「
け
ん
せ
つ
体
幹
体
操
」
の
検
討
も

有
効
だ
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、働
く
側
は
風
邪
予
防
等
の
体
調
管
理
に

十
分
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。 

つ
く
っ
て
良
か
っ
た 

建
退
共
手
帳
！ 

建
退
共
手
帳
っ
て
何
？ 

建
退
共
は
、
加
入
す
る
と
建
退
共
手
帳
が

発
行
さ
れ
、
働
く
た
び
に
手
帳
に
共
済
証
紙

を
貼
っ
て
も
ら
い
、
建
設
業
で
働
く
こ
と
を

や
め
た
際
に
退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
制
度

で
す
。 

建
設
業
で
働
く
労
働
者
な
ら
、
職
種
や
日

給
・
月
給
等
の
給
与
形
態
に
関
係
な
く
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

証
紙
代
は
、
公
共
工
事
・
民
間
工
事
に
関

係
な
く
、
事
業
主
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
加
入
労
働
者
が
証
紙
代
を
払
う
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

建
退
共
制
度
の
現
状 

西
成
に
は
、
地
域
で
協
力
し
て

作
っ
た
「
任
意
組
合
」
が
あ
り
、

一
人
親
方
と
し
て
建
設
業
に
従

事
し
て
い
る
方
も
、
任
意
組
合
を

通
し
て
建
退
共
に
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
日
違
う
事

業
所
で
就
労
す
る
日
雇
労
働
者

の
み
な
さ
ん
で
も
、
退
職
金
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
建
退
共
手
帳
作
成 

独立行政法人勤労者 

退職金共済機構 

建設業退職金共済事業本部 

のチラシです（転載） 

平
成
31
年
４
月
よ
り
、
建
設
業
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
本
格
運
用
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
建
設
技
能
者
の
現
場
に

お
け
る
就
業
履
歴
や
保
有
資
格
を
、
配
布
す
る

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
通
じ
、
シ
ス
テ
ム
に
蓄
積
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。 

 
 

 

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
建
退
共
手
帳
へ
の

貼
付

ち
ょ
う
ふ

状
況
の
確
認
が
簡
単
に
な
り
、
入
場
履
歴

も
残
る
こ
と
か
ら
、
証
紙
を
貼
っ
て
も
ら
え
な

か
っ
た
と
い
う
よ
う
な
問
題
は
減
り
ま
す
。 

ま
た
、
電
子
的
に
建
退
共
証
紙
を
管
理
す
る

こ
と
や
、
建
設
技
能
者
の
ス
キ
ル
に
応
じ
退
職

金
を
増
額
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
将

来
的
に
は
全
て
の
建
設
労
働
者
が
建
退
共
の
制

度
を
活
用
で
き
る
よ
う
改
善
さ
れ
て
い
く
予
定

で
す
。 

残
念
な
が
ら
現
状
、
建
退
共
手
帳
を
作
成

す
れ
ば
、
ど
こ
の
業
者
で
も
証
紙
を
貼
っ
て

も
ら
え
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

民
間
工
事
の
現
場
で
は
、
証
紙
が
用
意
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
し
、
公
共
の

現
場
で
は
、
元
請
か
ら
下
請
に
証
紙
が
届
く

の
は
、
決
済
時
や
工
事
完
了
時
に
な
り
労
働

者
の
退
職
時
に
間
に
合
わ
な
い
等
の
課
題
が

あ
り
ま
す
。 

 
 

A
さ
ん 

ケ
ガ
を
し
て
仕
事
を
休
ま
な
い
と
い
け
な
く

な
っ
た
の
で
、
貯
金
を
取
り
崩
し
て
生
活
し
て

い
た
け
ど
、
家
賃
も
払
え
な
い
状
態
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。 

何
年
か
前
に
、
仕
事
仲
間
に
「
会
社
が
建
退

共
手
帳
を
作
っ
て
い
る
み
た
い
や
」
と
い
う
話

を
思
い
出
し
て
、
だ
め
も
と
で
建
退
共
支
部
に

問
い
合
わ
せ
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。 

す
る
と
事
業
所
が
建
退
共
の
手
帳
を
作
っ

て
、
証
紙
も
貼
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。 

そ
の
結
果
78
万
円
の
退
職
金
を
受
け
取
れ

と
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
の
お
金
を
家
賃
と

生
活
費
に
す
る
こ
と
が
で
き
て
助
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

B
さ
ん 

よ
く
ダ
ム
の
仕
事
に
行
っ
て
い
た
。
昔
、

同
じ
現
場
で
働
い
て
い
た
同
僚
が
建
退
共
の

退
職
金
を
も
ら
っ
て「
俺
は
も
ら
え
た
か
ら
、

お
前
も
も
ら
え
る
は
ず
や
で
」
と
言
わ
れ
た

の
を
思
い
出
し
て
問
い
合
わ
せ
し
た
。
案
の

定
40
万
の
退
職
金
が
も
ら
え
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。 

ダ
ム
は
公
共
の
仕
事
や
か
ら
、
早
い
こ
と

気
づ
い
て
、
若
い
時
か
ら
証
紙
を
貼
っ
て
も

ら
っ
て
い
た
ら
、
も
ら
え
る
金
額
も
高
か
っ

た
は
ず
や
け
ど
、
そ
の
時
は
気
づ
き
も
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
十
分
助
か
っ
た
。 

も
っ
と
早
く
気
づ
い
て 

集
め
て
い
た
ら
な
ぁ
ー 

こ
ん
な
に
お
金
が
も
ら
え
る 

な
ん
て
予
想
外
や
っ
た 

 

退
職
金
っ
て 

 
 
 

あ
り
が
た
い
！ 

建退共手帳の証

紙と手帳の見本 

（転載） 

の
手
続
き
支
援
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。 

福
祉
係
窓
口
ま
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。 

ま
ず
は
手
帳
を
つ
く
る
こ
と

か
ら
は
じ
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

窓
口
で
建
退
共

手
帳
作
成
の 

手
続
き
支
援
を 

し
て
い
ま
す
！ 

将
来
的
に
貼
付

ち
ょ
う
ふ

漏 も

れ
が
な
く
な
り 

も
ら
え
る
退
職
金
が
増
え
る
？ 

コツコツ証紙を貯めると 
こんな大きな額に！ 



４０回目 １１月２１日（木）

４１回目 １１月２８日（木）
４２回目 １２月　４日（水）
４３回目 １２月１０日（火）

環境整備紹介日
業務内容：不法投棄抑制のための巡回など

雇用期間：６日間　（深夜勤務のみ3日間）

　　紹介時間：10時20分

 
 

詰将棋の解答 池
内 

敬
浩
さ
ん
（
長
崎
県 

３９
） 

當
房 

義
一
さ
ん
（
大
阪
府 

８１
） 

當
房 

昭
男
さ
ん
（
大
阪
府 

６０
） 

大
井 

宏
悦
さ
ん
（
富
山
県 

61
） 

友
利 

盛
徳
さ
ん
（
滋
賀
県 

６５
） 

 

１１月２８日（木） 

10:30～12:00 

阪堺電車沿い 

（萩之茶屋地域北東部） 

１２月 ３日（火） 

17:30～19:00 

あいりんシェルター前（夜間） 

12 月 10 日（火） 

13:30～15:30 

西成労働福祉センター 

健診場所は毎回異なります。 

詳しくはセンター窓口まで。 
 

出
来
な
く
も 

 

詩 う
た

を
書
き
た
や 

 
 
 
 

 

美
し
く 

優
し
い
詩
を 

 

笑
え
る
詩
も 

だ
め
だ
な
ぁ
あ
⋩ 

 
 

酒
が
切
れ
て
る 

ア
ル
ミ
缶
２
３
号 

１０
月
１８
日
～
１９
日 

萩
之
茶
屋
文
化
祭
実
行
委
員
会
が
主
催

す
る
萩
之
茶
屋
文
化
祭
が
西
成
市
民
館

で
開
催
さ
れ
る
。 

     

10
月
28
日 

第
45
回
労
働
施
設
検
討
会
議
が
西
成

区
役
所
で
開
催
さ
れ
る
。 

☗3 五飛成☖1 三玉☗1 五竜まで 

 

初手☗3 五飛成が正解で、☖

1 三玉に☗1 五竜までの詰

み。玉を狭めながら竜を活用

して玉を追い詰める。 

誰でも健診が受け

られます 

１０
月
２９
日
（
火
）
に
仮
セ
ン
タ
ー

事
務
所
内
に
て
将
棋
愛
好
者
の
つ
ど

い
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
は
森
信
雄
七
段
、
北
川
茂
先

生
、
森
幸
士
先
生
が
来
て
下
さ
い
ま

し
た
。 

恒
例
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
、
先
生

か
ら
直
接
講
評
を
も
ら
え
る
指
導
対

局
、
次
の
一
手
解
答
発
表
、
抽
選
で

選
ば
れ
た
参
加
者
と
森
幸
士
先
生
の

対
局
を
森
信
雄
七
段
と
北
川
茂
先

生
が
解
説
す
る
席
上
対
局
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。 

今
年
も
無
事
に
将
棋
愛
好
者
の
つ
ど
い

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

場
所
が
変
わ
っ
て
雰
囲
気
も
少
し
変
わ

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も

ぜ
ひ
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

将
棋
は
色
々
な
指
し
手
が
出
て
面
白
か

っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
腕
を
磨
い

て
来
年
の
春
、
秋
の
大
会
に
向
け
て
実
力

を
蓄
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

↑ 左から森信雄七段、森幸士普及

指導員、北川茂棋
き

道
ど う

師範
し は ん

 

優勝 岡田敏数さん

準優勝 山本拓巳さん

優勝 深田幸太郎さん

準優勝 吉田高志さん

A級

B級

A 級決勝戦の様子 

三所連絡会議に出席 
毎年、城北（東京）・寿（横浜）・

西成（大阪）の各労働センターが集

まり、連絡会議を行なっています。

今年は 10 月 18 日（金）に寿で開

催されました。 

 三所とも厳しい求人状況であるこ

とが報告され、日雇労働者の高齢化

等についても報告されました。 

 また、寿は以前労働センターが入

っていた寿町総合労働会館が「横浜

市寿町健康福祉交流センター」とし

て建て替わり、今年の 6 月 1 日に

新しくオープンしました。 

施設には、診療所や公衆浴場等が

ありました。 

寿労働センターは、健康福祉交流

センターから徒歩10分ほどのとこ

ろにある「かながわ労働プラザ」で

仕事の紹介を行なっています。 

↑新しくなった「横浜市寿町健康

福祉交流センター」 

事業所懇談会を開催 
10 月 17 日（木）エルおおさかにおい

て、事業所懇談会を開催し、18 社 25 名

にご参加いただきました。 

第 1 部は、国土交通省近畿地方整備局

建政部の方から「適正な下請契約に向け

て」をテーマに、建設業法に基づいた下請

業者を保護するための取り決めについてお

話いただきました。 

第 2 部は、当センターが今年度から実

施している「センター雇用管理改善事業の

取り組みについて」をテーマに、建設業の

人手不足への対応や「働き方改革」の動き

への対応等、その時々の課題にどう対応す

るかのあらましについて、社会保険労務士

の西田さんに講演いただきました。 

参加いただいた事業所からは「国が中小

下請業者を保護するためのしくみは理解

できた。人手不足が常態化する現状で会社

は困っている。今後さらなる国の取り組み

や自社の雇用管理改善の必要性がわかっ

た」などのご意見をいただきました。 

以前の寿町総合労働会館 

 寿労働センターは

このビルの 1 階で

職業紹介をおこな

っています。 

センター展示作品 
 

六竹さんが描いた

地域の昔の風景 

白熱したトーナメント 

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
決
勝
は
白
熱
し
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

指
導
対
局
は
人
気
が
高
く
、
多

く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
協
力
頂
い
た
森
信
雄
七
段
、

北
川
茂
先
生
、
森
幸
士
先
生
、
当

日
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
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